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【問題１】 松田先生の話を音読しましょう。          音読しました☐ 
  

私は高校生の時、いろいろなアルバイトを経験した。レストランの皿洗い、パン屋

の販売員、スーパーのレジや品出しなどで、週末は一日に 10 時間働いたこともある。 

どうして、そんなにアルバイトを一生懸命にしたかというと、夏休みに登山をする

ためだ。登山にはかなり費用がかかる。往復の旅費や山小屋の宿泊費、テントやリュ

ック、登山靴などの装備や登山中の食料などだ。 

成績は２年生の２学期にガクッと下がった。アルバイトが忙しくて、予習や復習を

さぼったからだ。３学期からアルバイトを減らし、予習に力を入れるようにしたら、

成績はみるみる上がった。 

私がみんなに伝えたいことは、アルバイトに精を出しすぎて、学業をおろそかにし

てはいけないということだ。私は、アルバイトをしてみて、アルバイトの経験から学

ぶことも多いが、高校でしか学ぶことができないこともあることに気がついた。みん

なには、今を大事にしてもらいたい。 

 

【問題 2】 松田先生の話について、次の問いに答えなさい。 

(1) 松田先生は、高校生の時、どんなアルバイトを経験しましたか。 

  

(2) 松田先生は、なぜアルバイトをしたのですか。 

  

(3) 2 年生の 2 学期から松田先生の成績が下がったのはなぜですか。 

  

(4) 松田先生は、成績を上げるためにどんなことをしましたか。 

  

(5) 松田先生がみんなに伝えたいことは何ですか。 

  

(6) 「高校でしか学ぶことができないこと」とは、何だと思いますか。 

 
 

トピック「アルバイト」 


